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  共育の道に、色とりどりの花が植えられました。「花街道わしま実行委員会」の活動には、

地域を花でいっぱいにする団体、民生委員・児童委員、保護者など延べ46人のボランティ

アが子どもたちをサポート。（６月９日） 「地域密着型複合施設わしま」の植栽にも、多くの地

域のみなさんが参加されました。（６月１１日） 
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このたび、「地域密着型複合施設わしま地域共生委員会」が第３６回「みどりの愛護」功労

者国土交通大臣表彰を受けました。山田施設長より喜びと感謝のコメントが届きました。 

「地域密着型複合施設わしまは開設から10年、『職場は地域、地域が職場』を合言葉に歩

んできました。花壇づくりを起点とした活動『ともにつくるかだん』では、共育の道沿い

に花苗を植え、『和島地域を共生のまちへ』のメッセージを発信しています。このような

栄誉を受けることができたのも、地

域の皆さまのご理解とお力添えによ

るものです。心より感謝申し上げま

すとともに、末永くご支援賜ります

ようお願い申し上げます。」   

  

     

 「和島交通安全協会」主催の交通安全教室

が、新潟県警察交通安全教育車「ゆきつばき

号」と与板警察署のご協力により、和島こども園

で開かれました。 

 横断歩道の渡り方を教わった子どもたちは、少

し誇らしげな笑顔を見せていました。(5月26日） 

  

 
 

北辰中学校では総合的な学習の時間

を活用してプランターケースを作りました。

講師に地域の大工さんをお迎えし、アドバ

イスを受けました。（5月30日） 

この取組は、花街道わしまの花いっぱい

と連携するもので、プランターケースは地

域各所に配置されます。生徒の力作をご

覧ください。 

【夏の交通事故防止運動】 

 7月22日～31日実施 
 疲労運転を防止し、安全運転に努めましょう 
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 日本赤十字社から、赤十字事業の進展に大きく貢献された「長岡市赤十字奉仕団和島分

団」の団員に、感謝状などが贈られました。（4月21日） 

受賞された４人を代表して、分団長の早川まち子さんからコメントが届きました。 

 「何かお役に立てることがあれば、力になりたいという思いで入団しました。コロナ禍

以前は、複合施設わしまで入所されている皆さんと折り紙を一緒に折ったり、お話をした

り、温かな気持ちで触れあわ

せて貰いました。 

 今後も自分なりにできる範

囲で活動を継続していきたい

と思います。」  

（以下、敬称略） 

〇金色有功章（活動継続年数

２０年以上）小林レイ子（両高） 

          小林 君枝（村田） 

〇銀色有功章（活動継続年数

１５年以上）小林 文子（両高） 

〇銀枠感謝状（活動継続年数

５年以上） 早川まち子（島崎） 

 

「長岡市わくわく連合会(老人クラブ連合

会）和島支部」では、地域貢献活動の一つと

して、住雲園（５月）、道の駅良寛の里わしま和

らぎ家（６月、１１月）の清掃活動を行い、和島地

域の魅力発信のお手伝いをしています。活動

に興味・関心をお持ちの方は、地元クラブの役

員さんにお声がけください。一緒に活動できる

方を募集中です。 

「和島地区民生委員・児童委員協議会」

では、民生委員・児童委員の活動周知と和

島小学校の児童を元気にする願いを込め

て、あいさつ運動に取り組んでいます。 

今年も、下校時にわし麻呂くんと笑顔で

「さようなら」コールを送りました。(5月12日～
16日） 

※写真左から早川さん、小林(文)さん、小林(レイ)さん、小林(君)さん 
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「椿の森倶楽部」では、熊野神社境内周辺を拠点

に、ミニSLの体験乗車会など、多世代が交流できる

地域活動を行っています。 

  今年も和島小学校5年生に手ほどきし、学校田で

田植えを行いました。児童は慣れない作業に苦戦しな

がらも、満足そうな表情を浮かべていました。(6月2日） 

 

 

  住雲園が生み出す豊かな資源を、遊びを交えて

体験できる『竹であそぼう！』を、「和島地域の宝地

域づくりネットワーク会議」が里山再生に取り組む

「NPO法人和島夢来考房」と協力して開催。 

  親子総勢44人が参加しました。当日は雨天のた

め、会場を道の駅良寛の里わしま和らぎ家に移し

て実施。参加者は、竹林整備の大切さを学んだ後、

自身がつくった竹食器（箸・器）で流しそうめんとお

抹茶を楽しみました。（6月14日）  

住雲園は、越後鉄道の創始者・久須美家により

築かれた庭園で、名勝庭園に指定されました。 

現在は週１回、「越後鉄道の歴史を考え住雲園

を守る会」が清掃を実施し、保全に努めています。 

 

  

  

 

  「和島島崎地区まちづくり協議会」では、良寛が晩年を

過ごし、貞心尼と出会った「はちすば通り」を核とした景観

整備とまちづくりに取り組んでいます。 

 「和島良寛会」主催の良寛禅師墓前法要を前に、良寛

ゆかりの史跡を清掃しました。(6月1日） 

守る会による清掃活動 

 ▲竹食器づくりに取り組む参加者 

【支所からのお知らせ6月号の訂正】 

 2ページに掲載した和島B＆G海洋センタープールの開場時間に誤りがありました。 

 (正）7月1日㈫～7月24日㈭の祝日・土日、7月25日㈮～8月31日㈰ 午前9時～午後9時 

 イベント実施に向けた竹林整備（５月１０日）▼ 


